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慶應義塾大学特任教授/東京理科大客員教授

慶應大学卒業後、東京銀行（現三菱東京UFJ銀行）に入行。

企業留学生として、INSEAD（欧州経営大学院）にてMBA、

グランゼコールHEC（パリ）にてMS（成績優秀者）、

筑波大学博士（経営学）を取得。

資本金等：1,145百万円（資本剰余金含む）
設立：2010年5月

＜小学校＞広島県4市での実証実験、戸田第二小学
校、北区立袋小学校

＜中学・高校＞品川女子学院中等部・高等部、
三田国際学園中学校・高等学校、聖学院中学校・
高等学校、さいたま市立浦和南高等学校 など150校、
経済産業省「未来の教室」2018～2020年度連続
文科省事業「地域との協働による高等学校教育改革
推進事業

＜大学＞慶應義塾大学、東京医科歯科大学、京都工芸
繊維大学、小樽商科大学、武蔵野大学 など

導入実績

会社概要

東京大学
エッジキャピタル

慶應イノベーション
イニシアティブ

東京理科大学
インベストマネジメント

京都大学
みやこキャピタル

三菱総合研究所



Confidential

Sociey5.0時代

内閣府 総合科学技術・イノベーション
会議資料より

デジタルがリアル社会の前提

デジタル

リアル



知識・
スキルの
陳腐化
スピード
の急上昇

日本の49％の仕事が

理論的にAIやロボット

に置き換わる
（野村総研・オックスフォード大学）

一つのスキルが価値を

生み出す期間

4.2年👈40年

（the US. Bureau of Labor Statistics）



気
質

コンピテンシー

スキル・知識

外に行くほど
開発が容易

【スキル・知識】
e.g. 専門力、ITリテラシー、語学

【コンピテンシー】
課題設定力、解決意向、創造力、

個人的実行力、外交性
疑う力、影響力の行使、など

【気質】
e.g. Big 5に基づくコアな性格

個人

社会・組織における能力

Society5.0はコンピテンシーの重要性が拡大

コンピテンシーとは
他者から観察された仕事など
で高評価を示す人材の行動特
性（顕在的）であり、高める

ことが可能なものです



コンピテンシーは
どのように測れるのか？

• 360度分析

• 評価者の質が測度の
正確性を決める
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ソース）IGS：GROW60万人データ



例）被評価者との関係性が評価に与える影響

⚫ 認知領域のコンピテンシー
に関しては、マネージャー
は部下を低く評価する傾向

⚫ 上司、部下、同僚がつける
評価のうち、同僚がつける
評価が最も高い

⚫ 例外となるコンピテンシー
も存在

ソース）IGS：GROW60万人データ



例）組織ごとの評価の信頼性①

• 組織ごとに評価にかける時間に差が
あり、意思決定に関する風土や文化
の表れであると見ることができる

• 評価にかける時間が10秒も異なる
部分もあり、評価に対する姿勢や考
え方の違いを読み取ることもできる

ソース）IGS：GROW60万人データ



例）組織ごとの評価の信頼性②

• 組織ごとの評価信頼性を比較した結果、
一部組織では十分な信頼性が確認され、
360度評価を導入するための下地が備
わっていることがわかった

• 一方、調査時点では評価の信頼性が低
く、実際の評価に導入していくためには
継続的なデータ取得とトレーニングが必
要であることが示唆された

ソース）IGS：GROW60万人データ



イノベーションを起こす人材を採用するうえで
大切にすべき能力はどれでしょうか？

1. 創造性

2. 論理性

3. 学歴

4. 共感・傾聴力

5. 個人的実行力
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学歴・論理性を重視し、創造性・共感力のある候補者を嫌う「バイアス」

ソース）IGSデータ



評価の正当性
が最大の不満
足要因



ホワイトAIが
評価バイアスを

修正し
データを通じた
人材育成を加速





“Fintekブロックチェーン”プロジェクト説明資料

慶應義塾大学経済学部(FinTEK）×IGSによる個人情報保護ブロックチェーンプラットフォーム
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慶應義塾大学を中心とし
世界を代表する企業と連携

人材育成に資する支援をし
市民に多くのベネフィットを提供

データを市と共有する
プラットフォーム



confidential

©2020 Institution for a Global Society株式会社

AQR画像

Webアプリケーション

AIによる分析・ガバナンス・コンプライアンス管理

認証・KYC
データ共有ユーザー

（学生）

クライアント
（小中高・大学、企業など）

ログ収集

アプリケーションレイヤー：慶應STAR プロジェクト～ブロックチェーンのトレーサビリティを利用

学習履歴 卒業証明資格証明

政府が主導する標準化教育プラットフォームと連携し個人の生涯成長を支援

マイナカードや政府連携基礎基盤

学位
テスト結果

教育人材育成
標準化
レイヤー

大学授業
知識

コンピテンシー

ゼミ入試 課外活動
ヘルス

他者
コンピテンシー

評価

興味 就活情報



経産省「未来の教室」×60万人の人材データの能力評価共通軸（GROW）とブロックチェーン基盤STARを基にした

教育・キャリアに関するデータ連携基盤構築

GROW：Society5.0 コンピテンシー(ソフトスキル）成長共通軸

GROW：Big 5（気質－潜在的特性特性）軸

GROW：Society5.0 スキル 成長共通軸

家族関係 小中高 大学 会社

活動コミュニティ（含：行動ログ・ロケーションデータ）履歴

保護者子育て支援 就活・転職 生涯学習支援
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オンライン・アクティブラーニング授業×学修データ構築ツール

①授業前に知識に関する動画を視聴

②知識に関する4択のミニテストに
挑戦

③知識を応用するグループ課題実施

知識理解度
データ

グループ内

評価

グループ

課題評価

授業積極度
（QAシステ
ム）

ソフトスキル
評価

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
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全学生・教員

a.ゼミナール委員

b.教員・ゼミ長・入ゼミ担当

b.教員・ゼミ長・入ゼミ担当

c.学生（入ゼミ応募）

a.ゼミナール委員

C日程

個人情報保護ゼミ管理システム

ゼミ募集
期間の作成

ゼミの作成

ホーム
画面

（メニュー）

本番開始時に
ゼミナール委員会の数名を
ゼミナール管理者に登録（システム業者）

担当教員を
招集する A日程 B日程

②入ゼミ全体の準備をする

ゼミの
モニタリング

⑥入ゼミ状況を監視する

ゼミへの
応募

④ゼミに応募する

ゼミ応募者
の審査

⑤応募者を審査する

ゼミの
詳細設定

③各ゼミの準備をする

ユーザー
新規登録

ログイン

①事前準備（ユーザー登録）する

ゼミの
募集枠
準備

担当教員
として

承認する



親子気質・関係性及び学校データを軸にした子育て支援
埼玉県戸田市など多くと実証研究済み

GROW360成長データ（IGS提供）を軸にした
遠隔就業・副業・就業マッチングプラットフォーム

子育て/人材育成/就業/イノベーション都市

広島大学データを軸にした生涯教育支援
広島大学・アリゾナ州立大学・
IGS（慶應義塾大学・ケンブリッジ大学）
と連携～データをもとにイノベーション
支援



慶應義塾大学法科大学院山本龍彦教授
IGSブロックチェーン・システムの意義

（1）情報自己決定権（第3期プライバシー権論）との親和性

→「本人によるパーソナルデータの開示先、開示範囲、開示期限の自由かつ完全なコ
ントロールを実現します」＋アーキテクチャ

（2）日本版「忘れられる権利」との親和性

→「本人が開示したパーソナルデータの消去も可能にすることで、学生と企業が安心
して利用できる環境を提供します」

→人生をやり直す自由、人生を再構築する自由



参考資料



教育評価システム”GROW360”概要 – 能力評価の共通基盤

360度コンピテンシー評価と AI（人工知能）の活用によって個人の気質とコンピテンシー（行動特性）を正確に可視化・定量化す
る評価ツール「GROW360」。新卒採用における採用基準の策定やネガティブチェックによるスクリーニングでのご利用が広がっ
ていますが、中途採用や教育・配属判断・リテンションなどにも幅広くお役立ていただけます。

気質（潜在的な性格）診断

IAT（国際機関でも使われ

ている認知バイアスの測定

手法）を使い、本人も認

識・対策できない形で潜在

的な気質を測定します（国

際特許取得済み）。

コンピテンシー(行動特性)

グローバル社会で活躍する

ために必要な25のコンピ

テンシー(行動特性)を東京

大学と共同開発しました。

自己評価のみに頼らず、

360度評価によって測定し

ます。

●論理的思考●課題設定
●創造性 ●決断力
●表現力●共感・傾聴力
●疑う力 ●耐性
●感情コントロール
●柔軟性 など

外向性
↕︎

内向性

気質

開放性
↕︎

保守性

繊細性
↕︎

平穏性

協調性
↕︎

独立性

自律性
↕︎

自由性

他者評価により
能力を正確に測定

×コンピテンシー
（360度評価）

気質診断
（IAT）

バイアス測定により
気質を測定

受検者の能力と可能性を正確に把握。
人事におけるさまざまなシーンでの

意思決定にお役立ちします。

独自の方法で
データを

取得し可視化

受検結果は
即時

フィードバック

データ
サイエンティスト

による分析
も可能

１ ２ ３

で評価・分析できるデータ



教育評価システム”GROW360”概要 – 利用イメージ

受検方法

受検はわずか３ステップ。スマートフォンまたはタブレットで実施します。
受検は35～40分で完了するため、受検者に大きな負担なくデータを取得することができます。
また、スマートフォンかタブレットで受検できるため受検環境を問いません。

（※1）BIG5とよばれる最も代表的なパーソナリティ理論に基づい
て気質診断を行います。質問形式ではなく、IATとよばれる認知
バイアスを測定する手法を用いて気質(潜在的な性格)診断を行い
ます(国際特許取得済み)。気質診断は、対策がしづらく自分を偽
ることが難しい方法で診断します。

（※2）受検者が友人・知人など自分をよく知る人物に360度評価を依
頼します。評価を元に確率モデルを用いて受検者のコンピテンシー
スコアを計算する仕組みです。
１つのコンピテンシーの計測に3～5問、約１～２分かかります。

STEP１：気質診断
（約15分※1）

STEP２：自己評価
（約20分※2）

STEP３：他者評価
（約20分×３）



Ed-techサービス



慶應義塾大学経済学部特任教授
/IGS
福原正大
masahiro.fukuhara@keio.jp


